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【要 旨】 
成人発症 Still 病(AOSD)は原因不明の急性炎症性疾患である。AOSD 患者には関節リウマチ
(RA)に類似した関節炎を呈する一群がある。今回我々は AOSD における関節炎に焦点をあて、
臨床的特徴を解析した。(方法)AOSD患者 71例。男性 25例、女性 46例、平均年齢 32歳(16-72
歳)。観察期間中に関節リウマチ(RA)分類基準(1987 年米国リウマチ学会)を満たした症例を
RA 型、満たさない症例を非 RA 型として比較検討した。 (結果) RA 型 16 例(男性 5 例、女性
11 例)、非 RA 型 55 例(男性 20 例、女性 35 例) であった。非 RA 型で脾腫が有意に多く、胸
膜炎(n=6)、急性呼吸窮迫症候群(n = 2)、血球貪食症候群(n = 5)、播種性血管内凝固症候群
(n = 4)を認めた。血清フェリチン値、血清 IL-18値は、非 RA型で有意に高値であった。ROC
解析の結果、血清フェリチン 1500 ng/ml未満かつ血清 IL-18 44,000 pg/ml 未満では、RA型
である感度 82%、特異度 82%であった。治療では RA 型でメトトレキサート、サラゾスルファ
ピリジンの使用頻度が有意に高く、生物学製剤は全例 RA 型に使用されていた。(結論)AOSD
を経過観察中に RAの分類基準を満たす RA型と満たさない非 RA型の２群に分類した。これら
は病因が異なる可能性が考えられ、異なる治療戦略が必要と考えた。 
